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１．はじめに

商業高校における会計の授業では，仕訳や計算を

正確に処理する力を身に付けさせることが大切であ

る。検定試験への対応を考えても，勘定科目を判断

し，金額を求める力は欠かせない。しかし，授業の

中で，私は会計の学びが「計算できること」だけで

終わってしまってよいのだろうかという思いを持つ

ようになった。

特に，財務会計Ⅰの無形固定資産で学習する「の

れん」は，そのことを強く感じさせる内容であった。

のれんは，企業を買収した際の取得原価と受け入れ

た純資産額との差額として処理される。収益還元価

値法を用いて企業価値を求め，その金額をもとにの

れんを計算することは，重要な学習である。一方で，

「なぜ純資産額よりも高い金額で買収するのか」「そ

の差額には何が表れているのか」という点について

は，生徒に十分に考えさせる機会を設けることがで

きていなかった。

そこで本研究では，M&A の実例を取り入れ，「の

れん」の金額に隠された背景を生徒自ら推察する授

業を目指した。私が生徒に身に付けさせたかった会

計の専門性は，金額を計算する力に加え，その金額

が生まれた背景を企業活動や社会の動きと結びつけ

て説明する力である。のれんを単なる差額としてで

はなく，企業の強み，将来性，顧客基盤，ブランド，

人材，事業承継，そしてシナジー効果を含んだもの

として考えさせたいと思った。

対象としたのは，財務会計Ⅰを学ぶ生徒である。

簿記や会計の基本的な処理には少しずつ慣れてきて

いるが，企業の実際の意思決定を会計の視点から読

み解く経験は多くない。だからこそ，最初から難し

い企業分析を求めるのではなく，教科書で学ぶ会計

処理を入口にして，実在する企業の動きへと学びを

広げることを意識した。

２．M&A を題材とした理由

M&A を題材とした一番の理由は，のれんの理解

を深めるためである。会計処理としてののれんは，

式で表すことができる。しかし，実際の企業買収に

おいては，その金額が計算だけで決まるわけではな

い。買い手企業が何に価値を見いだしたのか，売り

手企業が何を託そうとしたのか，そして両者がどの

ような将来を描いたのか。そのような目に見えにく

い背景を考えることによって，初めてのれんの学習

は深まるのではないかと考えた。

また，M&A は大企業だけのものではない。帝国

データバンク盛岡・水沢支店長の森浩一様に連絡を

取り，岩手県内の企業の状況や倒産，休廃業，後継

者不足などについて教えていただく中で，岩手県で

も後継者不足は身近な問題であること，そして

M&A がその解決策の１つになり得ることを知った。

M&A は，企業規模を拡大するためだけでなく，事

業を残し，雇用や技術を引き継ぎ，地域の経済を支

える手段にもなる。生徒たちにとっても，地元企業

の存続や地域経済の課題と結びつけて考えることが

できる題材であると感じた。

森様から伺った話を踏まえると，企業が倒産する

理由は，単に業績が悪いからだけではない。利益を

出していても，後継者が見つからず，事業を続けら

れない場合もある。長年地域に根ざしてきた企業で

あっても，引き継ぐ人がいなければ，その技術や顧

客との関係が途切れてしまう可能性がある。私はこ

「のれん」に隠された背景を推察する力の育成
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の点に，商業高校で会計を学ぶ意味があると感じた。

会計の授業で M&A を扱うことは，企業の存続や

地域の将来を考えることにもつながる。

さらに，M&A は会計と経営をつなげやすい題材

である。収益還元価値法，純資産額，取得原価，の

れんといった会計上の金額を扱いながら，最後には

「なぜその金額で買収するのか」という問いに向か

うことができるからだ。

このように考えると，のれんの金額は単なる「上

乗せ額」ではない。買い手が将来に向けて期待した

価値であり，売り手がこれまで築いてきたものへの

評価でもある。もちろん会計上は差額として処理す

るが，その差額を生み出している背景に目を向ける

ことで，生徒たちはより深く理解できるのではない

かと考えた。

３．これまでの指導の課題

これまでの指導では，収益還元価値法を用いたの

れんの金額計算を中心に扱ってきた。平均利益額を

同じ業種の平均利益率で割り，収益還元価値を求め

る。そのうえで，企業買収時の取得原価と受け入れ

た純資産額との差額をのれんとして処理する。検定

対策としては，この手順を正確に理解させることが

必要である。

しかし，生徒の理解を確認すると，M&A そのも

のを具体的にイメージできていない様子が見られた。

また，のれんについても「買収額と純資産額との差

額」「会社のブランド価値」といった言葉では説明

できるものの，なぜその差額が生まれるのか，買い

手企業は何に期待しているのかという点までは十分

に表現できていなかった。計算問題では答えが出せ

ても，その金額に込められた背景を説明することは

難しかったのである。

そこで，無形固定資産の単元５時間の中で，特に

のれんに関する学習を重点化した。まず M&A の

基礎を確認し，次に収益還元価値法による会計処理

を行う。その後，実在企業の事例を読み込み，のれ

んの金額に隠された背景を考察する流れとした。単

に授業時間を増やすのではなく，計算の後に「なぜ

そうなるのか」を考えさせる場面を意図的に設ける

ことを意識した。

授業を設計する際には，いきなり小野写真館と旅

館咲楽の事例（後述）に入らないようにした。まず

は，M&A とは何か，なぜ買収や合併が行われるの

かを確認し，その後に会計処理を行った。事例研究

は，あくまでも会計処理を終えた後の発展ではなく，

計算した金額の意味を考えるために位置付けた。生

徒にとっては，先に計算を行うことで「差額として

ののれん」を理解し，そのうえで事例を読むことで

「のれんの背景」を考える流れになった。

４．実在事例との出会いと企業連携

M&A の事例を探していたとき，株式会社 M&A

サクシードのホームページに，小野写真館と旅館咲

楽の M&A 成功事例が掲載されていることを知った。

写真館と旅館という，一見すると異なる業種がどの

ように結びつくのか。生徒たちにとっても考えやす

く，のれんの背景にあるシナジー効果を考察する題

材として適していると感じた。

そこで，M&A サクシードの問い合わせページか

ら，私が行っている研究にご協力いただきたい旨を

伝え，事業企画グループマネージャーの水村浩明様

と出会うことができた。初めはメールでのやり取り

であったが，研究の目的や授業でご協力いただきた

い内容を具体的に伝えるため，リモートでの打合せ

も行った。

水村様とのやり取りの中で，特に印象に残ってい

る言葉がある。それは，「計算式で求めた金額がそ

のまま買収金額になることはない」ということであ

る。授業では，どうしても計算式に当てはめて答え

を求めることが中心になりやすい。しかし，実際の

買収金額には，売り手と買い手の思いが影響を及ぼ

す。私はその言葉を聞いて，のれんは机上の学びだ

けで説明できるものではなく，様々な方々の気持ち

や将来への期待が金額に表れているものなのだと感

じた。この実感は，今回の授業作りに大きく影響し

た。また，水村様からは，ビジネスモデルキャンバ

ス（BMC：事業全体を１枚の図で可視化するフ

レームワーク）を活用すると，生徒たちが企業の仕

組みをイメージしやすいのではないかというご助言
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なった。

５．授業の実際

授業の導入では，まず M&A の意味や手法を確

認した。そのうえで，「なぜ他の企業を買収するの

だと思いますか」「なぜ自分の企業を売りに出すの

だと思いますか」と問いかけた。生徒たちからは，

「事業を大きくするため」「利益を増やすため」と

いった意見が出た。一方で，後継者がいない場合や，

経営が苦しい場合，他社の力を借りて事業を続ける

場合など，M&A には様々な理由があることも確認

した。

次に，前述の収益還元価値法を用いた会計処理を

行った。平均利益額を平均利益率で割り，企業価値

を求める。その後，取得原価と純資産額との差額と

してのれんを計算する。ここでは，まず検定試験で

も求められる基本的な処理を確実に身に付けさせる

ことを重視した。ただし，計算が終わったところで，

「この金額は本当にそのまま買収金額になるのだろ

うか」と問い直した。水村様から伺った話を踏まえ，

実際の取引では，計算で求めた金額だけでなく，双

方の思いや将来への期待が関係することを確認した。

その後，小野写真館と旅館咲楽の事例を扱った。

生徒たちは，事例プリントを読み込み，写真館と旅

館の事業内容や特徴を整理した。さらに，ビジネス

モデルキャンバスを用いて，両社の強みや顧客，提

供できる価値を比較した。最初は，写真館と旅館を

別々の事業として捉えていた生徒もいたが，整理を

進める中で，ブライダル，記念写真，宿泊，観光，

地域資源が結びつく可能性に気付いていった。

をいただいた。そこで授業では，写真館と旅館それ

ぞれについて，顧客，提供価値，収益の仕組み，外

部パートナーなどを整理するワークシートを作成し

た。

ビジネスモデルキャンバスを使った理由は，企業

の強みを１つの言葉だけで終わらせないためである。

例えば「写真館にはブランドがある」と書くだけで

は，そのブランドがどの顧客に，どのような価値を

提供しているのかまでは見えにくい。そこで，誰に

向けたサービスなのか，どのような価値を提供して

いるのか，どのように収益を得ているのかを分けて

整理させた。旅館についても同じ視点で整理するこ

とで，両社を比較しやすくなり，どこに結びつきが

生まれるのかを考えやすくなった。

株式会社小野写真館代表取締役社長の小野哲人様

にも，小野写真館のホームページから問い合わせを

行い，メールで当時のお考えなどを詳しく教えてい

ただいた。なぜ旅館咲楽を M&A の対象としたのか，

写真館と旅館を結びつけることでどのような可能性

を感じていたのか，地域や観光に対してどのような

思いを持っていたのかを伺うことができた。これら

の内容は，生徒たちが「なぜこの M&A が行われ

たのか」を考えるうえで，理解を深めるきっかけと

写真館と旅館のビジネスモデルキャンバス
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会計処理として必要な理解である。しかし，その説

明だけでは，買い手企業が何に価値を見いだしたの

か，なぜ純資産額より高い金額を支払うのかまでは

説明できない。

事例研究を通して，生徒たちは少しずつ，のれん

への見方を変えていった。小野写真館の強み，旅館

咲楽の特徴，それぞれが持っている顧客や地域との

つながりを整理することで，のれんには，単なる差

額以上の意味があることに気付き始めた。評価では，

提示された事例を参考にしながら，シナジー効果に

着目して自分の考えを表現しているかを見取った。

A 評価の記述では，小野写真館と咲楽の特徴や強

みを踏まえたうえで，M&A によって生まれる新し

い価値に触れる姿が見られた。B 評価の記述でも，

旅館と写真館が結びつくことで生まれる効果を説明

しようとする姿が見られた。一方で，C 評価の生徒

は，記述が短く，どのような効果を期待しているの

かが十分に表れていなかったため，「相手企業のど

こに魅力を感じたのか」「お互いの強みを組み合わ

せると何ができるのか」といった補助発問を行った。

この評価は，正解を１つに絞るためのものではな

い。むしろ，生徒がどの情報に着目し，どのような

特に印象に残っているのは，生徒たちが，写真館

と旅館を別々の業種として見るだけでなく，「写真

を撮る場」「記念日を過ごす場」「観光と結びつく場」

として捉え直していったことである。最初は，写真

館がなぜ旅館を買収するのか疑問に感じていた生徒

も，事例を読み進める中で，宿泊，ブライダル，家

族写真，地域観光がつながる可能性に目を向けるよ

うになった。

最後に，「小野写真館は咲楽との M&A を通して，

どのようなシナジー効果を期待していたのだろう

か」と問いかけた。ここでは，単に「利益が増え

る」と書くのではなく，両社の強みを踏まえて考え

るように促した。例えば，旅館を活用した写真撮影

やブライダルサービス，観光客への新たな価値提供，

地域資源を生かした事業展開など，生徒たちは自分

なりに考えを広げていった。

６．生徒の変容

本研究で最も大切にしたのは，生徒がのれんを自

分の言葉で説明できるようになることである。授業

前は，のれんを「買収額と純資産額との差額」とし

て理解している生徒が多かった。もちろん，それは

事例プリント 本時の課題に対する生徒意見の評価
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少しずつ協力をお願いしていった。

実践を振り返ると，大切なのは，企業の方に授業

を作っていただくことではなく，企業の方からいた

だいた情報を，教員が授業のねらいに合わせて教材

化することだと感じている。実際の企業の話は，そ

れだけで生徒にとって魅力がある。しかし，そのま

ま提示するだけでは，会計の授業として何を学ばせ

たいのかが曖昧になる場合もある。

本研究では，企業価値，収益還元価値，のれん，

シナジー効果という会計の学習内容に立ち戻りなが

ら，「なぜ純資産額よりも高い金額で買収するの

か」という問いに向かうよう授業を組み立てた。

私自身，企業連携について十分な経験があったわ

けではない。だからこそ，今回の実践を通して，ま

ずは授業の中で生徒にどのような問いを持たせたい

のかを明確にすることが大切だと感じた。その問い

が明確であれば，外部の方からいただいた情報を授

業につなげやすくなる。企業連携は，特別なことを

するためだけのものではなく，教科の学びを深める

ための方法の１つなのだと感じる。

８．おわりに

M&A とのれんを題材にした本研究は，計算処理

の指導を否定するものではない。むしろ，正確な計

算があるからこそ，その先にある金額の意味を考え

ることができる。検定対策と，社会とつながる学び

は対立するものではない。計算できることを土台に，

金額の背景を読み解き，自分の言葉で説明する力へ

と発展させることが，これからの会計教育に必要で

はないかと感じている。

本県会計分野研究会では，今後も生徒たちが会計

を「覚えるもの」としてだけではなく，社会を読み

解くための学びとして捉えられるよう，授業改善を

続けていきたい。

根拠で考えを組み立てているのかを確認するための

ものである。のれんの背景を考える活動では，模範

解答を暗記することよりも，企業の特徴や資料の記

述をもとに，自分なりに説明しようとする過程が重

要であると考えた。

一番変化を感じたのは，事後アンケートであった。

生徒の中には，のれんについて「ただの差額といっ

た単純な話ではない，売り手と買い手双方の期待が

込められている」といった趣旨の記述をする生徒が

いた。これは，私が今回の授業で目指していた姿に

近い。収益還元価値法で金額を求めることから始ま

り，実在企業の M&A を考察する中で，生徒たちは，

のれんを期待や将来性と結びつけて捉えようとして

いた。

もちろん，すべての生徒が同じ深さで理解できた

わけではない。企業価値やシナジー効果は抽象的で

あり，初めて学ぶ生徒にとって簡単な内容ではない。

それでも，計算で求めた金額を出発点にしながら，

「この金額には何が表れているのか」と考えようと

する姿が見られたことは，大きな成果であった。会

計の知識を使って，企業や社会を読み解こうとする

入口に立つことができたのではないかと感じている。

７．実践を通して感じたこと

今回の実践は最初から形が決まっていたわけでは

ない。「のれんを単なる差額として終わらせたくな

い」「実際の企業では，この金額にどのような思い

が込められているのかを生徒に考えさせたい」とい

う授業上の課題があり，その課題を解決するために，

Q. 以前おこなった仕訳中心の授業と比較して，理解
が深まったと感じた方はどのように変化したか教えて
ください。

【A さん】
のれん＝ブランドや差額などのイメージが強かったが，
今回の授業を通してのれんの３文字にはお互いの企業
に対する様々な思いが刻まれていると考えるように
なった。

【B さん】
前回の授業よりものれんに対して興味を持った。また，
のれんとは何だろうとより考えを深め，最終的にはシ
ナジー効果によって生み出される新たな価値という自
分なりの考えを作ることができるくらい考えることがで
きた。


